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名称
（型式等）

所 有 者
（管理者）

製作者(社)

製 作 年

選定理由

登録基準

公開・非公開

写    真

その他参考と
なるべき事項

非公開

日本コロムビア株式会社

日本コロムビア株式会社

1951年

19世紀末から約半世紀にわたり、レコードには天然樹脂であるシェラックが
用いられていた。1948年にビル・バックマンなどが塩化ビニルを用いたマイ
クロ・グルーブ式のLPレコードを開発して以来、破損しにくく、低雑音で音
質が飛躍的に改善され、長時間録音も可能となり、またたく間に世界中のレ
コードが塩化ビニルを主体としたプラスチック材料に置きかえられ、クラ
シック音楽を身近に楽しむ環境の整備に大きく貢献した。
日本では日本コロムビアが1951年初めて塩化ビニル製LPレコードを国産化し
た。材料はアメリカUCC社製の樹脂を使ったものと考えられる。国産初の塩化
ビニル製LPレコードは1951年３月に４作品発売されたうちの２作品が現存し
ている。

二　－　イ

第 00097 号

国産初のLPレコード

所 在 地
東京都港区

日本コロムビア株式会社


